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町報 � � � � � � � �

日 本 一 住 み よ い 門 川 町  

今月の主な内容 

◎町長、議長、新年のごあいさつ……… 
◎町民税、県民税、国民健康保険税申告のご案内 … 
◎町名地番変更についてお知らせ ……… 
◎延岡税務署からのお知らせ …………… 
 

2～3 
5 
6 
7

◎年末からの水道当番業者のお知らせ … 
◎栄ヶ丘町営住宅新規入居者募集 ……… 
◎民生委員・児童委員・主任児童委員委嘱状交付 … 
◎宮崎県の最低賃金 ……………………… 
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2 町報１月 

門
川
町
長
　
米
　
良
　
成
　
志 

 

輝

か
し
い
平
成
十
七
年
の
新
春
を
寿
ぎ
皆
々
様
に
は
希
望
も
新
た

に
ご
活
躍
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。 

 

町
長
就
任

以
来
早
い
も
の
で
二
年
八
ヶ
月
を
経
過
い
た
し
ま
し
た
。

ご
案
内
の
と
お
り
、少
子
高
齢
化
高
度
情
報
化
の
中
で
、地
方
分
権
一

括
法
が
施
行
さ
れ
、「
三
位
一
体
の
改
革
」の
論
議
の
中
で
地
方
は
厳
し

い
局
面
を
迎
え
て
い
ま
す
が
、本
町
は
先
人
の
皆
様
の
ご
努
力
、町
民
の

活
躍
の
下
、生
活
基
盤
の
環
境
整
備
も
整
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。し
か

し
、昨
年
は
台
風
が
日
本
列
島
に
被
害
を
も
た
ら
し
、本
町
も
16
号
、

18
号
、23
号
台
風
で
例
年
に
無
い
強
風
・
集
中
豪
雨
に
よ
り
養
殖
魚
、

家
屋
被
害
、床
上
・
床
下
浸
水
等
大
き
な
災
害
で
し
た
。被
災
さ
れ
た

皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
そ
の
対
策
を
行
う

べ
く
、国
県
に
要
望
し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

 

今
後

は
、公
共
下
水
道
の
整
備
、高
速
道
路
の
早
期
完
成
、国
道
三

八
八
号
、八
重
原
〜
延
岡
線
、遠
見
半
島
線
の
整
備
促
進
、五
十
鈴
川

の
本
格
的
な
河
川
改
修
事
業
が
大
き
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。公
共
下

水
道
は
厳
し
い
財
政
事
情
の
中
で
、事
業
計
画
及
び
財
政
計
画
の
効

率
化
を
図
り
、事
業
実
現
に
努
力
し
て
参
り
ま
す
。 

 

高
速
道
路

に
つ
い
て
は
、平
成
十
五
年
十
二
月
の
国
幹
会
議
に
お
き

ま
し
て
、有
料
道
路
方
式
で
整
備
が
難
し
い
区
間
を
対
象
に
、県
内
三

区
間
が
新
直
轄
方
式
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。当
門
川
町
を
含
む
門
川

〜
西
都
間
に
つ
き
ま
し
て
は
、従
来
ど
お
り
の
有
料
道
路
方
式
で
あ
り

ま
す
。早
期
完
成
を
図
る
た
め
、平
成
十
六
年
十
一
月
か
ら
町
内
五
．九

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
全
区
間
に
お
き
ま
し
て
、用
地
買
収
等
が
実
施
さ
れ

て
お
り
、新
年
度
か
ら
本
格
的
な
工
事
が
始
ま
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

国
道
三
八
八
号
は
、庭
谷
工
区
が
順
調
に
進
捗
し
て
お
り
、新
年
度
に

は
新
規
工
区
が
設
定
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。ま
た
、上
町
〜
小
園

区
間
に
つ
き
ま
し
て
は
、一
部
の
区
間
を
調
査
中
で
あ
り
ま
す
。八
重
原

〜
延
岡
線
は
本
格
的
な
道
路
改
良
事
業
の
導
入
に
つ
い
て
再
三
に
わ
た

り
県
当
局
に
陳
情
し
早
期
着
工
を
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。五

十
鈴
川
に
つ
き
ま
し
て
は
、台
風
23
号
の
被
害
状
況
等
か
ら
本
格
的
な

河
川
改
修
事
業
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、事
業
実
施
に
向
け
て
国
県

に
強
く
要
望
し
て
参
り
ま
す
。ま
た
、住
民
に
関
す
る
情
報
伝
達
の
方

法
で
あ
り
ま
す
が
、本
町
は
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
が
全
町
カ
バ
ー
で
き
ま
し

た
の
で
利
活
用
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。公
営
住
宅
の
整
備
に
つ
い

て
は
、栄
ヶ
丘（
旧
名
：
カ
ギ
田
）団
地
の
第
１
期
建
替
え
が
平
成
十
七

年
三
月
に
完
成
し
、五
十
六
世
帯
の
方
が
、新
し
い
住
宅
で
生
活
し
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。国
の
制
度
改
革
に
よ
り
公
営
住
宅
も
大
変
厳

し
い
も
の
に
な
り
ま
す
が
、今
後
も
可
能
性
を
探
り
施
策
を
推
進
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。門
川
中
学
校
建
替
事
業
も
着
工

し
、十
七
年
度
完
成
に
向
け
順
調
に
進
捗
し
て
お
り
ま
す
。財
政
事

情
の
極
め
て
厳
し
い
中
で
す
が
、体
育
館
改
築
ま
で
成
し
遂
げ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

さ
て
、本
町
は
昨
年
十
二
月
自
立
の
道
を
進
む
べ
く
決
断
し
、国
の

交
付
税
、補
助
金
削
減
の
中
で
行
財
政
改
革
計
画
、財
政
シ
ュ
ミ
レ
ー

シ
ョ
ン
等
を
策
定
し
、平
成
十
七
年
の
予
算
編
成
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。 

 

ま
た
、「
二
十
一
世
紀
は
環
境
の
世
紀
」と
呼
ば
れ
て
お
り
ま
す
。町

と
い
た
し
ま
し
て
は
、バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
モ
デ
ル
実
証
プ
ラ
ン
ト
の
実
施

を
お
こ
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

さ
ら
に
、地
域
の
自
主
性
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
時
代
に
あ
っ
て
、誰
も
が
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を

実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
、町
民
の
ニ
ー
ズ
に
立
脚
し
た
町
政
運
営
を

行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、自
ら
考
え
、責
任
あ
る
行
政
を
行
う
と
い

う
自
主
自
立
と
自
己
責
任
の
理
念
の
も
と
に
自
治
の
確
立
を
図
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

 

こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た「
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
町
民
運
動
」

か
ら
、自
ら
考
え
、自
分
た
ち
の
責
任
に
お
い
て
、誰
も
が
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
の
仕
組
み
と
し
て「
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ

く
り
」を
推
進
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

一
昨
年
、多
数
の
町
民
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り「
や
っ
ち
み
ろ
や
健

康
づ
く
り
プ
ラ
ン
21
」を
策
定
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。基
本
目
標
を

「
環
境
に
や
さ
し
い
健
康
な
ま
ち
づ
く
り
」と
定
め
、「
人
に
や
さ
し
い

ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
」を
中
心
に
、町
民
一
人
ひ
と
り
が
積
極
的

に
参
加
し
、町
民
運
動
と
し
て
実
践
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

門

川
町
の
す
ば
ら
し
い
自
然
環
境
を
活
か
し
、地
域
の
活
動
と
町

政
連
携
を
図
り
、地
域
公
民
館
を
中
心
と
す
る
地
域
の
活
性
化
や
、

地
域
住
民
を
中
心
と
し
た
地
産
地
消
へ
の
取
り
組
み
、ま
た
、農
林
水

産
業
、商
工
企
業
振
興
へ
の
意
欲
的
な
取
り
組
み
を
行
い
、町
勢
発
展

を
図
り
、今
後
と
も
福
祉
と
健
康
の
ま
ち
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り

組
み
、町
民
全
て
が
健
康
で
生
き
が
い
を
持
ち
、安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
の
建
設
に
努
力
し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

 

町
民

の
皆
様
に
は
、日
頃
よ
り
多
大
な
る
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
が
、更
な
る
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
て
新

年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 
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門
川
町
議
会
議
長
　
米
　
良
　
昭
　
平 

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

　
希
望
に
満
ち
た
す
が
す
が
し
い
新
春
を
お
迎
え
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
様
に
は
日
頃
よ

り
、
私
共
の
議
員
活
動
に
ご
理
解
と
ご
指
導
を
賜
っ

て
お
り
ま
す
こ
と
に
対
し
ま
し
て
、
衷
心
よ
り
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
私
達
の
ふ
る
さ
と
門
川
町
は
、
今
な
お
美
し
く
輝

く
山
や
海
、
清
流
が
満
ち
た
五
十
鈴
川
に
囲
ま
れ
た

自
然
豊
か
な
す
ば
ら
し
い
町
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

交
通
網
と
し
て
全
線
４
車
線
の
国
道
１０
号
線
が
縦
断

し
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
・
福
祉
施
設
な
ど
生
活
基
盤

も
整
備
さ
れ
て
お
り
、
経
済
・
社
会
情
勢
の
厳
し
い

中
、
誘
致
企
業
・
地
元
企
業
や
地
場
産
業
の
活
気
を

み
ま
し
て
も
県
内
有
数
の
町
で
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

今
日
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
考
慮
し
て
も
、
周
辺
ま
で

行
政
の
ゆ
き
わ
た
る
理
想
的
な
規
模
で
あ
り
、
町
民

の
人
柄
も
よ
い
、
す
ば
ら
し
い
自
治
体
だ
と
感
じ
て

い
ま
す
。 

　
国
は
今
地
方
に
対
し
、
市
町
村
合
併
問
題
、
行
財

政
改
革
を
通
し
て
、
今
後
に
わ
た
る
地
方
の
枠
組
み

や
住
民
主
権
の
あ
り
方
に
つ
い
て
問
う
て
お
り
ま
す
。

私
共
、
地
方
議
会
と
し
ま
し
て
は
、
地
方
分
権
の
推

進
に
つ
い
て
、
市
町
村
合
併
と
三
位
一
体
の
改
革
（
国

庫
補
助
負
担
金
の
廃
止
、
縮
減
・
税
源
移
譲
を
含
む

税
源
配
分
の
見
直
し
・
地
方
交
付
税
の
改
革
）
は
慎

重
に
論
議
を
重
ね
て
別
々
に
進
め
る
性
質
の
も
の
と

受
け
止
め
た
い
の
で
あ
り
ま
す
が
、
国
は
同
時
推
進

の
方
針
を
と
っ
て
い
ま
す
。
私
共
は
真
の
三
位
一
体

改
革
を
望
む
と
共
に
、
こ
の
状
況
を
議
員
と
し
て
の

職
務
を
全
力
で
遂
行
す
る
時
で
あ
る
と
受
け
止
め
、

研
鑽
に
努
め
な
が
ら
門
川
町
の
す
ば
ら
し
い
未
来
へ

向
け
て
努
力
を
重
ね
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
議
会
だ
よ
り
が
一
〇
〇
号
の
節
目
を
迎
え
ま

し
た
。
本
町
の
発
展
に
ご
尽
力
く
だ
さ
っ
た
先
人
の

偉
大
さ
を
改
め
て
感
じ
、
門
川
町
の
さ
ら
な
る
活
性

化
・
町
民
の
福
祉
の
向
上
へ
の
執
行
の
努
力
に
対
し

全
面
的
に
協
力
す
る
決
意
を
新
た
に
し
た
次
第
で
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
自
然
豊
か
な
門
川
の｢

誰
も
が
気
持

ち
安
ら
ぐ
町｣

を
目
指
し
て
、
執
行
へ
の
提
言
も
積
極

的
に
行
う
方
向
で
取
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

　
平
成
十
七
年
が
皆
様
に
と
っ
て
輝
か
し
い
年
と
な

り
ま
す
よ
う
に
ご
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 
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被写体対象 
 
応 募 資 格  
 
応 募 規 定  
 
 
 
 
 
応 募 方 法  
 
 
提 出 先  
 
 
 
締 め 切 り  
 
審 査  
 
 
賞 品  
 
 
 
 
 
 
 
応募上の諸注意 
 
 
 
 
 
 
 
 
お問合せ先 

五十鈴川に関するあらゆる事項（風景・風物・祭り・名所等） 
 
どなたでも、一人何点でも応募できます。（ただし、入選は一人1点とします。） 
 
①４切りサイズ（ワイドを含む）のプリント 
②使用フィルム：ネガ又はポジ 
③平成17年１月１日から平成17年12月31日の期間に撮影されたもの
で、未発表または発表予定のないもの。 
④デジタルカメラによる作品の応募は認めません。 
 
出品作品には、必ず必要事項を記入した末記応募票を添付のこと。応募
票は自作でも結構です。 
 
〒８８９-０６９６　東臼杵郡門川町本町１丁目１番地　門川町生活環境課内 
五十鈴川水系環境保全対策協議会事務局 
五十鈴川水系フォトコンテスト係（郵送可） 
 
平成18年1月31日消印有効 
 
主催者が委託した審査員を予定 
審査終了後、入選作品についてはご本人へ通知させていただきます。 
 
◇グランプリ（五十鈴川水系環
境保全対策協議会長賞） １点 
　賞金　１０万円　賞状 
◎特選 2点 
　賞金　３万円　賞状 
○入選 5点 
　賞金　１万円　賞状 
 
◆入選作品の版権は、五十鈴
川水系環境保全対策協議会に帰属とします。 

◆入選者は、定められた期日までに、ネガ又
はポジを提出してください。定められた期
日までに提出されない場合は、入選辞退とみ
なします。 
◆応募作品は、返却致しません。 
◆応募規定に違反した場合は入選を取り消します。 
 
門川町生活環境課内 
五十鈴川水系環境保全対策協議会 
1（０９８２）６３-１１４０ 
主催：五十鈴川水系環境保全対策協議会 共催：門川町観光協会、北郷村観光協会 

五十鈴川水系フォトコンテスト　応募票 受付No． 

ふりがな 

撮影 
年月日 

撮影 
場所 ＴＥＬ ー ー ・ ・ 

〒　　　　　　　住所 

氏名　　　　　　　　　　　　　　　（　　  才･性別　　　）　作品名 

五
十
鈴
川
水
系
 

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
募
集
要
項
 



5 町報１月 

平成17年度 
町民税・県民税・国民健康保険税 

申告のご案内 

申告 
期間 �月��日（水）～�月��日（火） 

　平成１７年度町県民税・国民健康保険税申告書の受付は、

平成１７年2月１６日（水）から3月１５日（火）までです。 

　この申告は、平成１７年１月１日現在門川町に住んでいる

方全員が対象です。ただし、個人宛の申告案内（ハガキ）

の通知はいたしませんので、期間内に申告をお済ませく

ださい。 

※申告会場については、2月号に掲載いたします。 

次の要件に該当する方は、申告する必要はありません。 

お問い合わせ　門川町役場　税務課（住民税申告担当）　1６３-１１４０（内線236） 

1．給与所得だけで年末調整が済んでいる方。 

　  ただし、医療費控除等を受ける場合は、申告してください。 

2．公的年金だけの方。ただし、次の条件に該当する方。 

　  ①昭和１５年1月1日以前生まれの方で、公的年金の合計額が228万円以下。 

　  ②昭和１５年1月2日以降生まれの方で、公的年金の合計額が98万円以下。 

3．確定申告をした方（する予定の方） 

※国民年金の納付取扱い機関が社会保険庁に移行されましたので、申告の際には国民年金の納付額が 
　わかる領収書、または通帳等をご持参ください。 
（平成16年１月１日～12月31日の期間に納付した分）。 

平成17年度 
町民税・県民税・国民健康保険税 

申告のご案内 

申
告
の
ご
案
内
 



6 町報1月 

　平成1７年1月8日より、門川町内の一部（南町、南ヶ丘地区）で

町名地番の変更を実施します。町名地番変更に伴い、新たに｢南
町1丁目｣から｢南町6丁目｣、｢南ヶ丘1丁目｣と｢南ヶ丘
2丁目｣の8つの町名が新たに誕生します。 

町名地番変更 
対 象 地 区  

お問い合わせ　都市建設課都市計画係　1６３-１１４０（内線295） 

お問い合わせ　教育委員会・社会教育課　1６３-１１４０（内線266） 

みなみまち まち みなみがおか みなみがおか 

みなみ 

日向市 

成人おめでとうございます。 
門川町では、新たに成人を迎えられた方を祝い
励ます「成人式典」を次のとおり行います。 

■場所 門川町総合文化会館 

■日時 1月９日（日） 
　受　　付　午前９時～１０時 
　式　　典　午前１０時～１１時 
　記念撮影　午前１１時～ 

成人おめでとうございます。 



7 町報１月 

お問い合わせ　延岡税務署　個人課税部門　1（0982）３２-３３０３ 

申告は正しく、お早めに 

給与所得者の確定申告 

確定申告書が自宅で簡単にできます。 

　平成16年分申告所得税の確定申告の相談及び申告書の受付は、平成17年２月16日（水）
（贈与税の申告は、２月１日（火））から同年３月15日（火）までです。 
　閉庁日（土・日・祝日）の相談及び受付は行っておりませんが、申告書は郵送又は税務署の
時間外収受箱に投函することにより、提出することができます。 
　なお、還付申告の方は、２月16日（水）以前でも申告書を提出することができます。 
　毎年、申告期限間近となりますと税務署は大変混雑しますので、お早めに申告してください。 

　国税庁ホームページ内｢確定申告書作成コーナー｣で、所得税の確定申告書が簡単に作成
できます。自宅のカラープリンターで出力し、そのまま税務署に提出できるので、税務署に用紙を
取りに行く必要がなくなります。詳しくは、国税庁ホームページ（http://www.nta.go.jp）｢確定
申告書作成コーナー｣をご覧ください。 
　なお、このコーナーは、平成17年１月中旬以降から利用できるようになる予定です。 
　また、インターネットでも申告、納税などの手続きができる｢国税電子申告・納税システム｣（e･Tax）
があります。詳しくは、e-Taxホームページ（http://www.e-tax.nta.go.jp）をご覧ください。 

　給与所得者の方で次に該当する人は、確定申告をしなければなりません。 
　　①給与の収入が二千万円を超える方 
　　②給与所得や退職所得以外の各種所得金額の合計額が二十万円を超える方 
　　③二か所以上から給与を受けている方 
　このほか、風水害などの災害にあった方や多額の医療費を支払った方、マイホームを新築･
増改築し、年末において金融機関等からの借入金残高のある方などは、確定申告をすると源
泉徴収されている所得税が還付される場合があります。 

平成16年分　確定申告会場のお知らせ 

延岡市大貫町１-２９１５ 
延岡合同庁舎内 

2月16日（水）から 
3月15日（火）まで 
消費税は、3月31日（水）まで 

延岡税務署 

○土曜日、日曜日及び祝日は閉庁日です。 
○受付は、午前８時30分から午後４時までです。 
　なお、正午から午後１時までは、職員の昼食時間となっております。 

延
岡
税
務
署

延
岡
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ 

延
岡
税
務
署

延
岡
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ 

申告会場 開設期間 

延
岡
税
務
署

延
岡
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ 

延
岡
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ 



8 町報１月 

「法務大臣表彰状」受賞される。 
　２６年間の多年にわたり、保護司として、社

会奉仕の精神をもって犯罪や非行をした者の

改善更生と地域社会の浄化につくされました「濱

田定由様」の退任にあたり、法務大臣表彰状を

受賞されました。 

　益々のご健康をご祈念申し上げましてお祝

いを申し上げます。 

（濱田定由さん）庵川西 

年末年始を 

安心して暮らしましょう！ 

　12月１日、高齢者ふれあい講座が訪

問看護ステーションひだまり（旧五十鈴

保育所跡）で行われ２０名の方が参加さ

れました。 

　この日は、日向地区交通安全協会の交

通指導員が腹話術で楽しく交通安全を

呼びかけました。また、門川交番所員に

よる｢オレオレ詐欺｣の実演も行われ、参

加された方は、熱心に見入

っていました。 

　年末年始のあわただしい

時期となっております。事

故や事件に巻き込まれるこ

との無いように、みなさん

気をつけてください。 



9 町報１月 

　先ごろ起こりました宮崎県台風２３号被害や新潟県中越地震災害に対しましては、門川

町日赤奉仕団を通じて各種イベント会場や職場などにおいて義援金の募集を行いました

ところ、多くの皆様方からご協力をいただきました。集められた義援金は、全額日本赤十

字社に送金させていただきました。ありがとうございました。 

　また、日赤奉仕団の皆様には、忙しいなか募金活動を行っていただき、大変感謝してお

ります。今後ともご協力をよろしくお願いいたします。 

なお、新潟県中越地震災害義援金については、平成16年12月30日（木）まで、ＮＨＫ海外た

すけあいについては、平成16年12月25日（土）まで受け付けていますので、集まり次第随

時送金する予定です。 

お問い合わせ　総務財政課　消防防災係　1６３－１１４０(内線243)

日　　時 平成17年１月４日（火） 
午前８時～ 

場　　所 門川町海浜総合公園中央広場 
（雨天の場合は、クリエイティブセンターで表彰式典のみ） 

式典内容 通常点検・各功労者表彰・発水競争（提灯落し） 
　　　　　　　　　　　（午前11時ごろ） 

義援金のご協力 
　　ありがとうございました。 

＊｢宮崎県台風２３号被害義援金｣ １４２，２７３円 

＊｢新潟県中越地震災害義援金｣ ９７，３００円 

＊｢ＮＨＫ海外たすけあい｣ ８，２００円 

日赤門川分区長　　米良　成志 

県内のトップを切り、門川町消防団 

（金丸剛団長以下３４５名）の消防出初式が 

次のとおり挙行されます。 

地元を守る消防団員に、皆さんの声援を 

お願いします。 

平成17年消防出初式が挙行されます。 平成17年消防出初式が挙行されます。 



１０ 町報１月 

本年末から来年１月にかけての水道当番業者
は以下のとおりです。 
漏水等がありましたら、直接ご連絡をお願い
します。 

①請関水道設備工業 163ー1286 
②小川水道設備 163ー2506 
③小泉管工事工務店 163ー1251

④富高工務店 163ー4882 
 10982（33）6315 
⑤旭エンタープライズ 163ー2031 
⑥サンクス設備 150ー4333

水道課　1６３ー７６７８直通 

年末からの 
水道当番業者の 
お知らせ 

年末からの 
水道当番業者の 
お知らせ 

償却資産の申告について 

家屋滅失・増改築届について 

毎年１月１日現在、門川町内に償却資産（耐用年数１年以上･１０万円以上の事業用機

械、器具、備品等）を有する人または事業所は、１月31日までに償却資産の申告を行っ

て下さい。 

町内に所有する家屋を壊した場合は、速やかに｢家屋

滅失届｣を提出してください。届により係職員が現況

確認し、課税台帳より抹消いたします。また、小規模の

増改築についても届け出ていただきますようお願いい

たします。 

お問い合わせ　税務課　固定資産係　1６３－１１４０(内線238)
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１１ 町報１月 

〜
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

〜
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
報
〜

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
報
〜 
〜
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

〜
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
報
〜

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
報
〜 

　
当
日
は
財
団
法
人
・
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
財
団
か
ら
小

澤
太
一
氏
を
招
き
、
「
か
け
が
え
の
な
い
地

球
の
た
め
に
〜
地
球
温
暖
化
と
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
〜
」
と
題
し
ま
し
て
、
人
間

の
生
産
活
動
か
ら
生
じ
る
二
酸
化

炭
素
と
地
球
温
暖
化
と
の
関
連
・

身
近
に
せ
ま
っ
た
地
球
環
境
の

危
機
・
温
暖
化
防
止
手
段
と
し

て
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
・

家
庭
で
も
取
り
組
め
る
運
動
な

ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

　
日
本
で
も
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク

以
降
に
家
庭
・
運
輸
部
門
に
お
け

る
化
石
燃
料
の
消
費
が
増
加
し
て

お
り
、
そ
れ
に
伴
い
ま
し
て
二
酸
化

炭
素
の
排
出
量
が
年
々
増
加
し
て
い
ま

す
。 

　
温
室
効
果
ガ
ス
と
い
わ
れ
る
二
酸
化
炭
素
は

地
球
を
温
暖
化
さ
せ
る
効
果
を
も
っ
て
お
り
、
影
響

と
し
て
南
極
・
北
極
や
高
緯
度
帯
の
氷
河
の
溶
解
に

よ
る
海
面
水
位
の
上
昇
が
顕
在
化
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
シ
ベ
リ
ア
な
ど
ツ
ン
ド
ラ
地
帯
の
永
久
凍
土
の

中
に
は
大
量
の
メ
タ
ン
ガ
ス
が
貯
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

メ
タ
ン
ガ
ス
は
二
酸
化
炭
素
の
数
十
倍
の
温
室
効
果

を
も
っ
て
お
り
、
永
久
凍
土
が
溶
解
し
た

場
合
に
メ
タ
ン
ガ
ス
が
大
気
中
に
放

出
さ
れ
地
球
温
暖
化
が
加
速
さ
れ

る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
中
、
太
平
洋
に

あ
る
「
ツ
バ
ル
国
」
は
「
世

界
で
最
初
に
海
に
沈
む
国
」

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、

す
で
に
満
潮
時
に
海
水
が
地

面
か
ら
湧
き
出
し
住
宅
地
が

水
没
し
た
り
、
海
岸
線
が
浸

食
さ
れ
る
な
ど
の
被
害
が
発
生

し
て
お
り
、
数
十
年
後
に
は
海

中
に
没
す
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
ツ
バ
ル
国
政
府
は

国
民
を
環
境
難
民
と
し
て
避
難
対
策
を

開
始
し
ま
し
た
。 

　
日
本
で
も
、
１
０
０
年
後
に
は
平
均
気
温
が
２
℃

上
昇
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
６５
㎝
海
面
水
位
が
上

昇
し
９０
％
の
砂
浜
が
失
わ
れ
る
・
台
風
の
大
型
多
発

化
・
高
潮
対
策
と
し
て
堤
防
の
か
さ
上
げ
工
事
に
２０

兆
円
が
必
要
・
マ
ラ
リ
ア
な
ど
の
熱
帯
性
感
染
症
の

増
加
・
植
物
の
植
生
変
化
や
塩
害
に
伴
う
農
林
水
産

業
へ
の
悪
影
響
な
ど
、
国
内
４
１
０
万
人
に
被
害
が

お
よ
ぶ
こ
と
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
門
川
町
で
も
、
地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
に
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
な
ど
ハ
ー
ド

機
器
の
整
備
を
図
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
ソ
フ
ト

的
な
対
策
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。 

　
「
必
要
な
も
の
を
ガ
マ
ン
す
る
の
で
は
な
く
、
使

っ
て
い
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ム
ダ
に
消
費
し
な
い
。
」

と
い
う
発
想
で
す
。
電
源
ス
イ
ッ
チ
を
切
っ
た
電
気

製
品
も
コ
ン
セ
ン
ト
に
つ
な
い
で
い
る
と
、
１
年
間

に
１
０
０
円
分
の
電
気
を
消
費
し
ま
す
。
各
家
庭
で

コ
ン
セ
ン
ト
を
１
個
ず
つ
抜
く
と
、
日
本
全
体
で
１

年
間
に
４５
億
円
分
の
電
気
を
節
約
す
る
こ
と
が
で
き
、

電
気
の
生
産
に
と
も
な
う
二
酸
化
炭
素
の
排
出
を
減

ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
本
年
も
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関

す
る
情
報
の
提
供
に
努
め
て
い
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

今
後
と
も
住
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

　
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
出
前
講
座
で
、
こ
の
よ
う
な
ケ
ニ

ア
の
こ
と
わ
ざ
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

「
地
球
を
大
切
に
し
な
さ
い
。 

そ
れ
は
親
か
ら
も
ら
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
子
ど
も

た
ち
か
ら
借
り
た
も
の
だ
か
ら
。
」 

　
お
問
合
せ  

　
企
画
商
工
水
産
課
　
企
画
調
整
係 

1
（
６
３
）
１
１
４
０
（
内
線
２
６
１
） 

〜
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
報
〜 

平
成
１６
年
１１
月
２２
日
門
川
町
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
出
前
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 



１２ 町報１月 

☆公的年金ですから、安心して加入できます。 

☆国民年金の第１号被保険者で、保険料を納めている方が加入できます。 

☆５つの型（Ａ･Ｂ･Ⅰ･Ⅱ･Ⅲ型）を組合わせて自由に設計でき、掛金月額６８，０００円以内

であれば、何口でも加入できます。 

☆掛金は全額、社会保険料控除の対象となります。年金も公的年金控除が適用されます。 

お問い合わせ　教育委員会（社会教育課）　1６３－１１４０(内線266)

宮崎県国民年金基金　 
宮崎市高千穂通　１-６-３８　ニッセイ宮崎ビル３階 
1０９８５-２５-００９０　ＦＡＸ０９８５-２５-００８９ 
まで　どうぞ 

国民年金基金に加入して 
年金を増やしませんか 

国民年金基金に加入して 
年金を増やしませんか 

加入申込み、資料請求、 
お問合せは 

婦人親睦のつどいのお知らせ 

１月29日（土）午後６時～９時 
門川町総合文化会館（入場無料） 

主催：門川町婦人団体連絡協議会 
後援：門川町教育委員会 

※各婦人団体による演芸発表 
（お楽しみ抽選会・参加賞あります） 

第
17
回
 

家庭を支え地域を支える女性の、 

交流のひととき… 

あなたも参加してみませんか。 

と　き 

ところ 

国民年金基金に加入して 
年金を増やしませんか 



１３ 町報１月 

平成17年４月１日（予定）入居を対象と
する、栄ヶ丘団地新規入居者を下記のと
おり募集いたします。 

栄ヶ丘町営住宅 
新規入居者募集 

栄ヶ丘団地（旧団地名:カギ田団地）　門川町栄ヶ丘１丁目１番地 
 
鉄筋コンクリート造８階建（エレベーター付） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
収入によって入居者ごとに決定されます 
 
施設の管理運営費として共益費の負担が伴います 
 
入居時に家賃の３倍の敷金が必要です。 
 
使用料（１戸につき１区画）が必要です。 
 
①原則として現在、同居し、又は同居しようとする親族がある方（結婚予
定の方は入居可能日までに入籍される方）。 

②公営住宅入居資格収入基準以下であること。 
③現在、住宅に困窮していることが明らかである者（原則として、公営住
宅に居住している方、持ち家のある方は申し込みできません）。 
④町民税を滞納していない方。 
⑤入居者公募の公示の日において町内に居住し住民登録をしているか又
は町内に勤務している者。 

 
 
平成17年１月14日（金） 
 
入居可能日:平成17年４月１日（予定） 
 
入居の申込方法など必要事項の詳細については、申込説明会で説明申
しあげます。 

団地の名称及び所在 
 
建物の構造・段数 
 
募 集 の 住 戸  
 
 
 
 
 
 
 
家 賃  
 
共 益 費  
 
敷 金  
 
駐 車 場  
 
入 居 者 資 格  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
募 集 公 示 日  
 
入 居 時 期  
 
そ の 他  

１. 
 
２. 
 
３. 
 
 
 
 
 
 
 
４. 
 
５. 
 
６. 
 
７. 
 
８. 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
９. 
 
10. 
 
11.

募 集 日 程  

※不明な点は、役場都市建設課（６３-１１４０）住宅係までお問い合わせください。 

用紙配布及び 
申込説明会 

申 込 受 付  

抽選（選考会） 

平成17年１月24日（月）午前10時～ 
平成17年１月25日（火）午後２時～ 

平成17年３月３日（木）午後２時～ 

門川町役場３階会議室　※抽選後、入居手続きの説明をします。 

平成17年２月２日（水）～10日（木） 
各日、午前８時30分～午後５時までの間。但し、土、日、祝祭日を除く。 

門川町役場３階会議室　※申込書を配布し、必要書類の説明をします。 

2日間、各2時間程度の 
説明会を行います。 期日 

場所 

期日 

場所 

期間 

※募集戸数欄の（　）の数は、内数で優先入居枠の戸数です。　身体障害者世帯（身体障害者手帳1～4級の方が入居者若しくは同居） 
　及びその他町長が特別に定める用件を満たす方。 

※　原則として単身での入居はできませんが、50歳以上、身体障害者手帳１～４級 
など必要な条件を満たすときは入居できる場合もあります。 

栄ヶ丘町営住宅 
新規入居者募集 

型式 

１ＬＤＫ 

２ＬＤＫ 

３ＬＤＫ 

間取り 

６畳和室・ＬＤＫ 

６畳和室・10畳洋室・ＬＤＫ 

６畳和室・６畳洋室２・ＬＤＫ 

建設年次 

平成15年～16年度 

平成15年～16年度 

平成15年～16年度 

家　　賃（月） 

21,300～35,200 

24,200～40,100 

27,800～46,000

募集戸数 

４ （１）戸 

４ （１）戸 

23（２）戸 



１４ 町報１月 

　門川町の福祉活動を担う民生委員･児童委員、主任児童委員が12月１日付けで厚生労働大臣よ
り委嘱を受け活動いたします。 
　社会情勢の変化、生活環境の複雑化に伴い地域における福祉問題が重要視されていますが、こ
のような状況･情勢の中で民生委員・児童委員、主任児童委員の方々のご活躍に期待することは、
大変大きなものがあり、社会奉仕の精神をもって、地域住民の立場に立った社会福祉増進のために
ご尽力を賜りますようお願いいたします。 
　どうぞお気軽にご相談ください。 

民生委員･児童委員･主任児童委員 
委嘱状交付  

各地区の民生委員･児童委員、主任児童委員は次の方々です。 

民生委員･児童委員、主任児童委員名簿 

地区名 氏　名 電　話 

松　　　瀬 田中　英子 64-1557 

三　ヶ　瀬 竹田加寿子 64-1703 

上　井　野 黒木　郁子 64-1731 

大　内　原 蓮本　繁利 64-1717 

小　　　松 岩下　育子 63-6022 

小　　　園 小野　直子 63-3152 

城　屋　敷 米良美枝子 63-6253 

中　　　山 甲斐千津代 63-3404 

竹　　　名 中村　　認 63-3837 

五　十　鈴 白木　育子 63-3194 

南 町 １ 区 藤崎サエ子 63-6439 

南 町 ２ 区 酒井　宗男 63-2165 

南　ヶ　丘 山本加津子 63-5870 

上　　　町 金丸　芳子 63-1696 

本　　　町 長友　和子 63-3237 

東栄町１･２丁目 田原恵美子 63-1560 

東栄町３･４丁目 黒木マチ子 63-5792 

西栄町１･５丁目 蔵田　智穂 63-1692 

西栄町２･３･４丁目 黒木　利広 63-1722 

栄　ヶ　丘 佐藤　照子 63-4656 

旭　　　町 椿原　文子 63-1714 

尾　末　東 姫野　精子 63-2947

地区名 氏　名 電　話 

上　井　野 川井　清一 64-1466 

庵　川　西 牧野　仁美 63-1332

地区名 氏　名 電　話 

後　　　向 兒玉　　剛 63-6379 

中　　　尾 松井　　榮 63-4807 

下　納　屋 濱口　順子 63-2680 

上納屋１･２区 吉塚　安夫 63-1272 

上納屋３区 早瀬ケサ子 63-2395 

中　　　村 櫻川ミエ子 63-5517 

加 草 １ 区 鵜濱サヨ子 63-5489 

加 草 ２ 区 種子田睦美 63-2148 

加 草 ３ 区 請田　澄義 63-2779 

加草４･５区 甲斐　富男 63-3580 

庵　川　西 濱田　　繁 63-4466 

須　賀　崎 海野　　寛 63-0362 

庵　川　東 岩切　康明 63-5236 

牧山･谷ノ山 朝倉　栄子 63-5206 

平　城　東 江藤　金蔵 63-4068 

平　城　東 松本喜美子 63-3124 

城　ヶ　丘 品部　省三 63-0429 

平　城　西 宇和田憲人 63-2538 

平　城　西 弓削美穂子 63-2450 

宮　ヶ　原 森　　誠一 63-4565 

宮　ヶ　原 黒木はや子 63-2224

地区名 氏　名 電　話 

南 町 １ 区 榎本　昌文 63-2874

主任児童委員 

各地区の民生委員･児童委員、主任児童委員は次の方々です。 

民生委員･児童委員･主任児童委員 
委嘱状交付  



1５ 町報1月 

門川交番 
fi63-1442

お問い合せ 

110番は、事件や事故などのための緊急電話です。いたずらや
不要不急の110番通報が増加すると、事件事故で110番を利用
する人に大変な迷惑と支障を及ぼすことになります。 
 
○110番は、あなたを守る緊急電話です。 
○緊急を要しない要望や相談などは、相談専用電話｢＃９110｣
若しくは最寄の警察署、交番、駐在所へ電話してください。 
 
 

110番はすべて警察本部（宮崎市）への直通電話です。 
事件や事故の通報があれば、警察本部と取り扱う警察署が同時にその内容を聞き、警察署ではその間
にパトカーや警察官を現場に急行させて対応します。 
 
　 

警察が迅速に対応するには、正確な情報が必要です。事件や事故を見たり聞いたりしたときは、 
　　○　何があったか･･･けんか、泥棒、交通事故等 
　　○　いつ･･･今か、何分前か 
　　○　どこで･･･場所、近くの目標　　後は係員がお尋ねしますので、落ち着いて正確に話してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
携帯電話の場合は、場所によって声が途切れたりして、聞き取りにくいことがあります。感度の良い
場所で、動かずに110番してください。 

1月10日（月）は「110番」 1月10日（月）は「110番」 

電柱番号から場所がわかります 

110番は正しく使いましょう 1

携帯電話は立ち止まってから 4

110番はあわてずに、落ち着いて 3

110番のしくみ 2

宮崎運転免許試験場　 1０９８５-３１-０１１０（内線７５５-３１２） 

延岡運転免許センター 1０９８２-３３-９９９９ 
にお問い合わせください。 

運転免許試験の予約制について 

2月1日（火）～4月１５日（金）の間、運転免許試験の予約制が実施されます。 

詳しくは、 

運転免許試験の予約制について 

事故発生 

電柱番号は、 
620テ611です。 

近くの電柱番号を 
教えて下さい 

事故です 

県警察本部 
通信指令室 

安  全 
620
テ
6
1
1

電
柱
番
号
 

1月10日（月）は「110番」 



１６ 町報１月 

宮崎県の 最低賃金 
職場を支えるあの人の最低賃金だいじょうぶ？ 

時間額（円） 効力発生日 適用労働者の範囲の説明 

宮崎労働局･労働基準監督署 
最低賃金テレホンサービス 
10985（23）4811
http://www.miyazaki.plb.go.jp

社長さん あなたの義務です労働保険 社長さん あなたの義務です労働保険 
●労働保険（労災保険、雇用保険）への加入は事業主の義務です。 
●手続きをされていない事業主の方は早めに手続きをしましょう。 

社長さん あなたの義務です労働保険 

宮崎労働基準監督署 
1（0985）29-6000

延岡労働基準監督署 
1（0982）34-3331

都城労働基準監督署 
1（0986）23-0192

日南労働基準監督署 
1（0987）23-5277

１　最低賃金は、臨時、パート、アルバイトなどを含めた全ての労働者に適用されます。 
２　最低賃金には、次の賃金等は含まれません。①賞与などの臨時の賃金、②時間外労働などの割増賃金、 
　 ③精皆勤手当、通勤手当及び家族手当 
◆最低賃金に関する問い合わせは、宮崎労働局賃金室〈電話〈0985）38-8836〉又は最寄の労働基準監督署へ 

宮崎県最低賃金 

1. 産業別最低賃金が適用されない産業の労働者 
2.次のいずれかに該当する労働者は、産業別最
低賃金が適用される産業の労働者であっても、
この宮崎県最低賃金が適用される。 
①18歳未満又は65歳以上の労働者 
②雇入れ後６月未満の者であって、技能習得中の
労働者 
③清掃又は片付けの業務に主として従事する労
働者 
④その他軽易な業務に主として従事するもので、
各産業別最低賃金の適用を除外されている労
働者 

肉製品、乳製品の各製造業の労働者 

（食鳥･ブロイラー処理加工業等は除く） 

百貨店その他の各種商品小売業の労働者 
（衣･食･住にわたる各種の商品を一括して一の事
業所で小売する事業所） 

自動車（新車）小売業の労働者 
ただし、洗車又は納車引取りの業務に主として従
事するものを除く。 

電気機械器具等製造業の労働者 
ただし、次に揚げる業務に主として従事するもの
を除く。 
①手作業により又は手工具若しくは小型動力機
械を用いて行なう、組線、巻線、かしめ、洗浄、取付
け、はんだ付け、バリ取り、溶接、刻印、選別若しく
は検査の業務 
（これらの業務のうち流れ作業の中で行なう業務
を除く） 
②手作業による袋詰め、箱詰め、包装、レッテル貼
り、材料の送給又は取揃えの業務 
③賄い又は工具の整理の業務 

606 16.10.1

634 16.12.30

661 16.12.31

647 16.12.25

675 16.12.26

産
業
別
最
低
賃
金
 

肉 製 品 、 
乳 製 品  
製 造 業  

電気機械器具、 
情報通信機械器具、 
電 子 部 品 ・ 
デバイス製造業 

各 種 商 品  
小 売 業  

自動車（新車） 
小 売 業  

（医療用計測器製造業
を除く、ただし心電計
製 造 業 は 含 む ） 

宮崎県の 最低賃金 



１７ 町報１月 

一
．
公
的
年
金
は 

　
　
　
　
な
ぜ
必
要
か 

 

　
昔
の
日
本
は
、
家
族
で
高
齢
者
の
暮

し
を
支
え
る
こ
と
が
一
般
的
で
し
た
。

し
か
し
こ
う
し
た｢

私
的
扶
養｣

の
仕
組

み
を
維
持
す
る
こ
と
は
、
次
の
よ
う
な

社
会
の
変
化
に
よ
っ
て
不
可
能
に
な
っ

て
い
ま
す
。 

 

　
◎
平
均
寿
命
が
飛
躍
的
に
伸
び
ま
し

た
。
人
生
八
十
年
時
代
と
よ
ば
れ
る
世

界
最
高
水
準
の
長
寿
社
会
を
実
現
し
た

結
果
、
老
後
の
期
間
も
世
界
最
長
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

 

　
◎
核
家
族
化
と
少
子
化
の
進
行
。
家

族
形
態
が
核
家
族
化
す
る
と
と
も
に
、

兄
弟
姉
妹
も
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
結
果
、
高
齢
者
夫
婦
だ
け
の
世
帯

や
高
齢
者
の
一
人
暮
し
の
世
帯
が
増
加

し
、
老
後
生
活
を
自
分
の
子
に
た
よ
る

こ
と
が
む
ず
か
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
※
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
世
帯
の
増
大 

　
就
労
形
態
の
変
化
に
よ
り
、
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
世
帯
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
自

営
業
世
帯
の
多
く
は
健
康
で
働
く
こ
と

が
出
来
る
か
ぎ
り
収
入
を
得
ら
れ
ま
す

が
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
世
帯
は
定
年
と
同

時
に
収
入
が
な
く
な
る
た
め
、
老
後
の

生
活
が
不
安
と
な
り
ま
す
。 

　
こ
れ
か
ら
の
こ
と
を
、
み
ま
し
て
も
、

公
的
年
金
が
、
い
か
に
老
後
の
生
活
を

さ
さ
え
て
い
て
、
安
心
し
た
老
後
生
活

を
送
る
こ
と
が
出
来
る
の
は
、
公
的
年

金
制
度
が
、
充
実
し
た
制
度
だ
か
ら
で

す
。 

 

二
．
公
的
年
金
の
役
割 

 

　
※
公
的
年
金
は
、
老
後
の
長
い
期
間

の
安
心
し
た
生
活
の
支
え
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
病
気
や
ケ
ガ
で
障
害
が
の

こ
り
、
働
く
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、

収
入
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た

時
に
は
、
障
害
年
金
を
受
給
す
る
こ
と

が
出
来
ま
す
。
し
か
し
、
障
害
年
金
を

受
給
す
る
に
は
、
年
金
を
毎
月
正
し
く

納
付
さ
れ
る
か
、
免
除
等
承
認
さ
れ
た

期
間
を
正
し
く
、
届
出
を
し
て
い
る
こ

と
が
必
要
で
す
。｢

障
害
発
生
の
初
診

日
よ
り
過
去
１
年
間
に
、
年
金
保
険
料

に
未
納
期
間
が
な
い
こ
と
が
必
ず
必
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。｣ 

　
※
公
的
年
金
加
入
中
に
、
死
亡
さ
れ

た
時
に
は
、
遺
族
年
金
が
発
生
し
ま
す
。

ま
た
、
共
済
年
金
、
厚
生
年
金
の
受
給

者
が
死
亡
さ
れ
た
時
に
も
、
遺
族
年
金

が
発
生
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
町
役
場

の
年
金
相
談
員
に
気
軽
に
相
談
に
来
ら

れ
て
く
だ
さ
い
。 

 

三
、
年
金
受
給
権
に
つ
い
て 

 

　
※
年
金
制
度
は
、
厚
生
年
金
（
各
種

共
済
年
金
を
含
む
）
の
加
入
期
間
と
、

国
民
年
金
の
納
付
の
期
間
と
、
免
除
承

認
期
間
、
カ
ラ
期
間
の
合
計
が
二
十
五

年
以
上
（
３
０
０
月
）
は
な
い
と
、
ど

の
制
度
か
ら
も
年
金
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
六
十
歳
に
な
ら
れ
た
時

に
、
受
給
資
格
（
二
十
五
年
以
上
）
の

あ
る
人
で
、
厚
生
年
金
の
期
間
の
あ
る

人
は
、
六
十
歳
よ
り
六
十
五
歳
ま
で
特

別
支
給
の
厚
生
年
金
が
、
受
給
で
き
ま

す
。
六
十
五
歳
か
ら
は
国
民
年
金
が
同

時
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
国
民
年
金
だ
け

の
場
合
は
六
十
五
歳
よ
り
支
給
さ
れ
ま

す
が
、
六
十
歳
よ
り
く
り
上
げ
て
請
求

も
で
き
ま
す
。 

 

年
金
に
対
す
る 

  

Ｑ
．
①
私
は
五
十
八
歳
の
女
性
で
す
が
、

厚
生
年
金
を
十
年
間
、
国
民
年
金
を
二

十
五
年
納
め
て
お
り
、
受
給
権
は
確
保

し
て
い
ま
す
が
、
昔
、
愛
知
県
へ
集
団

就
職
を
し
ま
し
た
。
３
年
間
位
は
会
社

勤
め
を
し
た
の
で
す
が
、
当
時
の
記
録

を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
。
又
ど

こ
で
調
べ
て
も
ら
え
ま
す
か
。 

A
．
貴
女
の
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
昔
は

学
校
単
位
で
、
集
団
就
職
を
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
勤
め
た
会
社
が
社
会
保
険
制

度
に
加
入
さ
れ
て
い
る
場
合
で
あ
れ
ば
、

必
ず
厚
生
年
金
の
加
入
期
間
が
記
録
さ

れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
役
場
の

年
金
相
談
員
の
所
ま
で
申
出
て
下
さ
い
。

調
査
方
法
等
詳
し
く
説
明
し
ま
す
。 

わ
た
し
た
ち
の
国
民
年
金 
わ
た
し
た
ち
の
国
民
年
金 

Ｑ 

A
 

＆ 



１８ 町報１月 

門
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
変
わ
り
ま
す
。 

   

門
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
、
行
政
情
報
な
ど
を
追

加
し
変
わ
り
ま
す
。
試
行
期
間
と
し
て
平
成
十
七
年

一
月
一
日
か
ら
一
般
公
開
い
た
し
ま
す
。 

 

ア
ド
レ
ス
は
そ
の
ま
ま
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。 

U
R
L

：http://w
w
w
.tow
n.kadogaw

a.m
iyazaki.jp/ 

  

職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
１
人
で 

悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
！ 

 

　
中
小
企
業
労
働
相
談
所
（
県
労
働
政
策
課･
各
商

工
労
政
事
務
所
〉
で
は
、
労
働
者
、
使
用
者
か
ら
の

労
働
相
談
（
電
話
又
は
来
所
）
に
応
じ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
弁
護
士
（
宮
崎
の
み
）
や
社
会
保
険
労
務
士

な
ど
学
識
経
験
者
か
ら
の
専
門
的
な
相
談･

ア
ド
バ

イ
ス
も
予
約
制
で
受
け
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

お
手
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。 

　
※
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。 

　
問
い
合
わ
せ
先 

　
　
宮
崎
中
小
企
業
労
働
相
談
所 

1
０
９
８
５
（
２
６
）
７
１
０
６ 

　
　
日
南
中
小
企
業
労
働
相
談
所 

1
０
９
８
７
（
２
２
）
２
６
３
６ 

　
　
都
城
中
小
企
業
労
働
相
談
所 

1
０
９
８
６
（
２
３
）
４
５
１
８ 

　
　
延
岡
中
小
企
業
労
働
相
談
所 

1
０
９
８
２
（
３
３
）
２
８
６
２ 

受
講
生
の
募
集 

 

講
座
名
　
パ
ソ
コ
ン
講
座 

マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
オ
フ
ィ
ス
ス
ペ
シ
ャ
リ

ス
ト 

受
験
準
備
講
座
２
月
コ
ー
ス 

〜M
icrosoft W

ord

，Excelversion2002 

の
資
格
取
得
を
め
ざ
し
ま
す
〜 

期
間･

時
間
　
平
成
17
年
２
月
７
日（
月
）〜 

　
　
　
　
２
月
24
日（
木
）月
〜
金 

ワ
ー
ド
コ
ー
ス
９
時
〜
12
時 

エ
ク
セ
ル
コ
ー
ス
13
時
〜
16
時 

※
両
コ
ー
ス
申
込
可
能
で
す
。 

対
　
象
　W

ord

，E
xcel

の
基
本
操
作
を
習
得
さ
れ

て
い
る
方 

試
　
験
　
２
月
27
日
（
日
） 

受
験
希
望
者
の
み
講
座
期
間
中
に
当
セ
ン

タ
ー
で
受
付
い
た
し
ま
す
。 

定
　
員
　
２
０
名
（
申
込
順
） 

受
講
料
　
１
５
，
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
込
） 

受
講
料
に
受
験
料
は
含
ま
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。 

申
込
締
切
　
１
月
24
日
（
月
） 

  

講
座
名
　
パ
ソ
コ
ン
講
座 

Ｃ
Ｓ
２
級
受
験
準
備
講
座
エ
ク
セ
ル
２
月

夜
間
コ
ー
ス 

〜
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
ー
ビ
ス
技
能
評
価
試
験

Excel

２
級
の
資
格
取
得
を
め
ざ
し
ま
す
〜 

期
間･

時
間
　
平
成
17
年
２
月
16
日（
水
）〜
３
月
９
日（
水
） 

　
　
　
　
火
・
水
・
木
　
18
時
30
分
〜
21
時 

対
　
象
　
Ｃ
Ｓ
試
験Excel

３
級
を
取
得
さ
れ
て
い
る
方 

ま
た
はExcel

の
基
本
操
作
を
習
得
し
て
い

る
方 

試
　
験
　
３
月
10
日
（
木
） 

受
験
希
望
者
の
み
講
座
期
間
中
に
当
セ
ン

タ
ー
で
受
付
い
た
し
ま
す
。 

定
　
員
　
２
０
名
（
申
込
順
） 

受
講
料
　
１
３
，
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
込
） 

受
講
料
に
受
験
料
は
含
ま
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。 

申
込
締
切
　
２
月
２
日
（
水
） 

  

講
座
名
　
カ
ル
チ
ャ
ー
講
座
　
　
て
ん
刻
教
室 

〜
色
紙
、
た
ん
ざ
く
、
絵
葉
書
な
ど
に
あ

な
た
だ
け
の
印
を
つ
く
り
ま
せ
ん
か
〜 

日
　
時
　
平
成
17
年
１
月
28
日
（
金
） 

　
　
　
　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分 

定
　
員
　
２
０
名
（
申
込
順
） 

受
講
料
　
２
，
３
０
０
円
（
材
料
費
込
） 

申
込
締
切
　
１
月
21
日
（
金
） 

 〈
会
場･

申
込
先･

問
い
合
わ
せ
先
〉 

　
延
岡
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー 

　
　
〒
８
８
９ 

│ 

０
５
１
３ 

　
　
延
岡
市
土
々
呂
町
４
丁
目
４
３
９
０-

１ 

　
　
お
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い 

1
（
０
９
８
２
）
３
７ 

│ 

７
７
８
８ 

  



１９ 町報１月 

��������1月のカレンダー 
日 月 火 水 木 金 土 

1

8

１５ 

２２ 

２９ 

7

１４ 

２１ 

２８ 

6

１３ 

２０ 

２７ 

5

１２ 

１９ 

２６ 

4

１１ 

１８ 

２５ 

3

１０ 

１７ 

２４ 

３１ 

2

9

１６ 

２３ 

３０ 

平成16年12月14日現在 

中央公民館施設開放 
（９:３０～１２：００ 
中央公民館） 

中央公民館施設開放 
（９:３０～１２：００ 
中央公民館） 

第１７回婦人親睦 
のつどい 
（１８：００～２１：００ 
総合文化会館） 

茶道子ども教室 
（１０：００～１２：００ 
中央公民館） 

行政相談日 
（１０：００～１５：００ 
総合福祉センター） 

ベビービクス 
（１０：３０～１１：３０ 
子育て支援センター） 

成人式典 
（１０：００～１１：３０ 
総合文化会館） 

町内小中学校 
3学期始業式 

茶道子ども教室 
（１０：００～１２：００ 
中央公民館） 

妊婦・離乳食教室 
（１０：００～１４：００ 
中央公民館） 

1歳児健康相談 
（受付９:３０～ 
総合福祉センター） 

親子で遊ぼう 
（１０:００～１１：３０ 
子育て支援センター） 

1歳6ケ月児健診 
（受付１３:３０～１４：００ 
総合福祉センター） 

門川町消防団 
出初式 
（８:００～ 海浜総合公園） 
（放水１１時頃） 

元　旦 

門川町ホームペー 
ジ一般試行開始 

かどがわ日曜朝市 
（７:００～９:００ 役場駐車場） 

乳児健診 
（１３:３０～１４:３０ 
総合福祉センター） 

生涯学習「パソコ 
ン講座⑤コース 
（１９:３０～２１:３０ 
町立図書館） 

生涯学習「パソコ 
ン講座⑤コース 
（１９:３０～２１:３０ 
町立図書館） 

生涯学習「パソコ 
ン講座⑤コース 
（１９:３０～２１:３０ 
町立図書館） 

生涯学習「パソコ 
ン講座⑤コース 
（１９:３０～２１:３０ 
町立図書館） 

門川中学校 
PTAバザー 
（１１：４０～１３：３０ 
門川中） 



２０ 町報1月 

町報 

「町報かどがわ」についてのご意見・ご希望は総務財政課までハガキかFAXでお送りください。 

発行日／平成１７年1月1日 
発行編集／門川町役場　総務財政課 
〒８８９-０６９６  宮崎県東臼杵郡門川町本町1-1 
TEL（０９８２）63-1140㈹　FAX（０９８２）63-1356 
印刷／ヤマシタ印刷 

●集合税８期 
●町内人口 １２月１日現在人口 

今月の納期 

納期内に納入しましょう!!
※（　）内は前月 

男 女 計 世帯数 

9,058 

（９,０５８） 

19,232 

（１９,２４６） 

6,877 

（６,８８２） 

10,174 

（１０,１８８） 

１．白身魚と塩昆布の和え物  
材料（１人分）　赤群／鯛20ｇ  青群／塩昆布5ｇ、人参5ｇ  黄群／柑橘酢 適量、塩 適量 
【作り方】 
1．白身魚は塩少々を振って30分程おき、表面の水気をふきとって細切りにする。  
2．塩昆布はせん切り、人参も皮をむいてせん切りにし、（1）の白身魚と和え、器に盛ってかぼすの輪切りを添える。 

 
２．昆布巻き         

材料（１人分）　赤群／牛もも肉30ｇ  青群／ごぼう15ｇ、昆布10ｇ、かんぴょう5ｇ  黄群／昆布の戻し汁 適量、 
酢1ｇ、砂糖4ｇ、しょう油6ｇ、みりん4ｇ    
【作り方】 
1．昆布はひたひたの水で戻す。（戻し汁は残しておく） 
2．牛肉は昆布の幅に合わせて拍子木切り、ごぼうは皮をこそげ、縦半分に切り、昆布の幅に合わせて切る。豚肉とごぼうを昆布で巻き、水に
くぐらせてから塩少々を振ってもみ、塩を洗いながして水気を絞ったかんぴょうで中央を巻いて少しゆるめに結ぶ。 

3．鍋に（２）の昆布巻きを並べ、昆布の戻し汁をひたひたに加えて火にかけ、煮立ったら砂糖を加えて、弱火にして昆布がやわららかくなるま
で煮る。 

4．昆布がやわらかくなったら、酢・みりん・濃い口しょう油を加えて、落し蓋をして弱火でさらに煮て、煮上がったら、そのまましばらくおいて
味を含ませる。 

 
３．カキの茶わん蒸し         

材料（１人分）　赤群／カキ30ｇ、卵30ｇ  青群／柚子の絞り汁2.5ｃｃ、柚子の皮 適量  黄群／※出し汁70～100、 
※薄口しょう油3ｇ 
【作り方】 
1．カキは塩水でよく洗って水気を切る。 
2．ボールに卵を溶きほぐし、※印の調味料を加えて混ぜ合わせ、こす。 
3．蒸し茶わんに、カキを３０ｇずつ入れ、（２）の卵液を等分に注ぎ入れ蓋をして、蒸気の上がった蒸し器で中火で１分ほそ蒸して、弱火で１２
～１５分蒸し、柚子の絞り汁をふり、柚子の皮を置く。  

        
４．ほうれん草ののり巻         

材料（１人分）　赤群／  青群／ほうれん草50ｇ、かぶ20ｇ、人参15ｇ、のり1／4枚 
黄群／※薄口しょう油3ｇ、※みりん １．５ｇ、※水 １５ｃｃ（好みでどうぞ） 
【作り方】 
1．かぶと人参は７～８ｍｍの棒状に切り、塩少々をまぶして甘酢（砂糖６ｇ：酢２０ｃｃ：水２０ｃｃ）に３０分くらいつける。  
2．ほうれん草は、塩少々を加えた熱湯でサッとゆで、水にさらして絞り、巻きすの上に半分に切ったのりをおき、ほうれん草を広げ、かぶと人
参の水気をきって芯にして巻く。  

3．食べやすい大きさに切り分け、※印調味料を混ぜ合わせ、つけ汁をつくり、好みでわさびを添える。 
 
５．紅茶豚 

 材料（作りやすい分量） 
赤群／豚ヒレ肉1本（バラ、モモでもOK)   青群／野菜は玉ねぎやピーマンが相性がよく、量は適量でよい※ピーマン（緑･赤・黄）・玉ねぎ  黄
群／紅茶 適量、酢50cc、酒90cc、みりん90cc,濃口しょう油100ｃｃ 

【作り方】 
1．鍋に肉がつかるほどたっぷりの湯を沸かし、紅茶のティバックを入れて少し濃い目の紅茶を作り、豚肉を入れて、約30分ほど煮て鍋から
取り出し5ｍｍ幅に切る。 

2．鍋に、濃い口しょう油、みりん、酒を入れ漬け込みようのタレを作り、（1）を入れて漬け込む。 
3．玉葱と各ﾋﾟｰﾏﾝは薄切りし、（2）のタレにしばらく漬け、皿に肉とともに盛りつける。（すぐに食べるときは、醤油の量は200ｃｃ使うと良い
が、何日間も漬け込んで食べるときは、醤油の  

量を100ｃｃ程度にするとよい。この調味料も、我が家風にアレンジしてみては）  
 
６．抹茶ミルクプリン         

材料（１人分）　赤群／卵25ｇ、牛乳50ｇ   青群／A:抹茶1.5ｇ、B:抹茶1.5ｇ  黄群／A：熱湯3.75ｃｃ、 
B：湯 ７．５ｃｃ、砂糖10ｇ、型塗り用ﾊﾞﾀｰ 少量 
【作り方】  
1．Aの抹茶は熱湯を加えて、よく練り混ぜ、牛乳と砂糖を加え温め、溶き卵を加えて濾し等分に薄くﾊﾞﾀｰをぬった型に流す。  
2．湯をはった天板に並べ、160℃のオーブンで、15分から17分蒸し焼きにする。（または、蒸し器でごく弱火で10分～12分蒸してもよい） 
3．あら熱をとり冷やし、皿に盛り、ソースの材料Ｂを混ぜて冷まし、食べるときにかける。  
 
※作りやすいように、1人分の調味料をできるだけ掲載するようにしておりますが、あくまでも参考であり、それぞれの家庭の｢我が家流｣の
味付けにしていただければ広がりのある献立になるのでは。 

材

料

作

り

方
（
１
人
分
） 

～やっちみろや健康づくりプラン２１～ 

『健康づくりは食事から』 
　年の初めを迎え、家族でゆっくり、それぞれの健康感について
話してみては如何でしょうか？そして、プラン２１の『個人』『家庭』
『地域』で、できること・・・町民としてできることから、始めて        
みませんか？１）今年こそは、朝食を毎日食べる。２）我が家自慢
の料理を子どもに伝える等         
　このコーナーでは、地産地消を目指し、旬の海の幸、山の幸を
食材にﾊﾟｰﾌｪｸﾄﾒﾆｭｰに整えて掲載しております。ご活用ください。
また、皆様方の自慢料理を提供していただき、このコーナ        
ーも町民皆で作っていけたらいいなと考えておりますので、ご
一報ください。ご協力お願いします。         
 連絡先：63－1140(内231）　門川町役場健康づくり係りまで 


